
発行日 

第 1 巻 第 1 号 

会社名 

ニュースレターのタイトル 

1 面記事の見出し 
ここに記載する記事は 430 文字から 560 文字程度の長さにします。 

ニュースレターの目的は、対象読者に特定の情報を提供することにあります。ニュースレターは、製品やサービスを宣伝したり、同僚、会員、従業員、取引先に対して会社をアピールしたり信頼を勝ち取るための道

具として適しています。 

まず、どのような読者がこのニュースレターを読むか考えてください。読者は、ニュースレターに載せた記事を読むことで利益を得る人です。たとえば、従業員、製品を購入しようと考えている人、サービスを必要とし

ている人などです。 

製品やサービスについての問い合わせ、アンケートの回答、名刺、会員リストなどから情報を集めて住所録を作ると良いでしょう。顧客情報を販売してる会社からリストを購入する方法もあります。  

どのような読者を対象にするか決めたら、デザインを決めます。Publisher には、いろいろなスタイルを使った各種印刷物のデザインが用意されています。その中から目的に合ったデザインを選んでください。 

次に、ニュースレターにどれだけ時間と費用をかけるか決めます。かけられる時間と費用によってニュースレターを発行する回数や記事の分量もある程度決まります。読者に定期的に発行されるニュースレターだ

ということが分かるよう、少なくとも年 4 回発行することをお勧めします。 

2 つ目の記事の見出し 
ここに記載する記事は、230 文字から 350 文字程度の長さにします。 

見出しはニュースレターの重要な部分なので、慎重に検討する必要があります。 

短い語句で記事の内容を正確に記述して、読者を引き込む必要があります。記事を書く前に見出しを作成します。こうすることで、記事の焦点がぼけるのを防ぐことができます。 

見出しの例には、「当社製品が業界賞を受賞」、「新製品で時間を短縮」、「会員向けキャンペーンで目標以上の成果」、「新オフィスがご近所にオープン」などがあります。 
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 新・東大阪病院外来部門のご案内 

 

 

 

 前回の地域連携だよりで新病院の画像検査部門のご紹介をさせていただきました。今回は「新・東大

阪病院」の外来部門のイメージをお伝えしたく、完成間際の病院の写真を用いて外来部門を順番にご案

内させていただきます。 

 下図面は新病院の1階案内図です。まだ什器や機械は入っておりませんが、全体的なつくりと外来の

配置を案内図右下の正面入口から順番にご案内致します。 

7月 

Vol.109 

2023 

❶正面入り口：正面入口には、２か所の入口があります。１号線沿いになる案内図右手の入口は、地下鉄   

      出入口の直近となっており、交通の便の良さを感じていただけると思います。また南側に 

                あたる案内図の下側の入口は駐輪場とつながっています。 
 

➋紹介受付：紹介受付は正面入口から真正面の場所に設置しております。ご紹介いただく          

      際は「紹介受付は玄関入って正面です。」とご説明下さい。 

➋ 紹介受付 

➌ 総合受付 

➏ 救急処置室 

➒ 内視鏡室 

➎ 処置室・採血室 

➐ 時間外受付・ 

    時間外診察室 

➓ 患者さん用 

  エレベーター 

➑ 心電図室・エコー室・ 

     生理機能検査室 

⓫ 再来受付機・ 

    自動精算機 

➊ 正面入り口 

➍ 診察室 
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直通TEL 06-6932-0369 直通FAX 06-6932-0086 

東大阪病院 地域医療連携部 
 東大阪病院（代表） 

 T E L :０６（６９３９）１１２１    ＦＡＸ :０６（６９３９）１１９１  

大阪府大阪市城東区中央１丁目７－２２ 

➌総合受付：一般患者さんの受付や支払い窓口、面会の受付はこちらの総合受付 

     カウンターで行います。木目調の柔らかな雰囲気の受付カウンターで 

     患者さんをお迎え致します。 

      また、総合受付の上には会計待ち順番の掲示ディスプレイを設置予定 

                     です。 
 

➍診察室：診察室は全部で10室準備しています。内科系診察室が1～7で南側、外科系診察室が8～10で 

     北側に配置しています。診察室の上部には待ち順番の掲示ディスプレイを設置します。 
 

➎処置室・採血室：処置室・採血室・救急処置室は看護師の動線を考え、スタッフ通路で行き来できる 

          つくりとなっています。 
 

➏救急処置室：救急処置室にはメインの処置ベッド以外に救急処置室内に３つの処置ベッドを設置、同時 

                         に4人の救急搬送患者さんを対応する事が可能になります。またコロナ禍の教訓を活かし、 

                         陰圧対応の救急室を1室準備し感染症が疑われる搬送患者さんも、同時に受入できる設備に 

                         なっております。 

       病院敷地内の救急車専用駐車場には救急車3台分のスペースを確保し、同時に複数の救急搬 

       送受入れに備えております。救急車専用駐車スペースは屋根付きで、救急処置室へ雨に濡 

       れる事なく搬送患者さんを収容する事が可能になりました。 
 

➐時間外受付・時間外診察室：新しい東大阪病院でも、内科・整形外科は24時間対応さ    

       せていただきますが、平日17時以降と日・祝日は時間外診療となる為に 

         時間外受付・時間外診察室での対応となります。 

       時間外に患者さんが来られた際には西側の時間外入り口から入っていた 

        だく事になります。 
 

➑心電図室・エコー室・生理検査室：生理検査部門は1か所にまとめました。また、患者さんが迷わないよ 

       うに全ての生理検査を生理検査受付窓口にて対応させていただきます。 
 

➒内視鏡室：内視鏡室はタワー2台で対応できるように2室作っております。 

                     内視鏡は従来からのオリンパス内視鏡を移設し、内視鏡システムはNEXUSを導入致します。 
 

➓患者さん用エレベーター：患者さん用エレベーターとして大型エレベーターを2基と別にスタッフ用（患 

      者移送用・業務用）エレベーター２基を設置しております。効率良く患者さんに移動してい 

      ただ頂けるよう運用して参ります。 
 

⓫再来受付機・自動精算機：新病院では再来受付機（2台）、自動精算機（1台）を導入 

      致します。まだ設置できておりませんが、写真場所に設置を予定しており 

      ます。 

 

 

 

今回のご案内で新病院1階のイメージを感じていただければ幸いです。まだ

ま だ 什 器 も 入 っ て い な い 状 態 で す が 、10月1日 の 移 転 に 向 け て 

スタッフ一同全力で取り組んで参りますので、よろしくお願い致します。 

  

 

 

 


